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（２）（２）

【
課
題
】

①
　
東
小
学
校
北
側
桜
並
木
路
の
防

犯
灯
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

②
　
桜
の
枝
が
防
犯
灯
を
覆
っ
て
い

る
の
で
剪
 定
    

を
要
望
し
ま
す
。

せ
ん
て
い

③
　
ス
ズ
カ
ケ
公
園
付
近
の
桜
並
木

路
は
人
家
も
な
く
暗
い
の
で
街
灯

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

④
　
谷
田
川
で
カ
モ
猟
を
す
る
人
が

お
り
、
危
険
な
の
で
禁
猟
区
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
検
討
結
果
】

①
県
道
と
町
道
と
の
交
差
点
（
東
小

学
校
北
側
）
の
２
か
所
に
防
犯
灯

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
都
市
計
画
課
）

②
　
並
木
路
の
桜
の
剪
定
に
つ
い
て

は
、　

月
　
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

１０

２０

　
                  （
都
市
計
画
課
）

③
　
東
小
学
校
北
側
の
ス
ズ
カ
ケ
公

園
南
側
町
道
の
約
３
０
０
㍍
区
間

に
防
犯
灯
の
設
置
要
望
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
区
別
懇
談
会
後
に
南

北
町
道
と
の
交
差
点
に
街
路
灯
が

設
置
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
状
況

に
よ
り
検
討
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
都
市
計
画
課
）

　
　
　

④
　
９
月
上
旬
桐
生
森
林
事
務
所
に

意
見
書
を
送
付
し
、
申
請
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
特
定
猟
具
禁
止
区

域
は
「
今
泉
館
林
線
の
十
二
社
橋

か
ら
県
道
麦
倉
川
俣
停
車
場
線
を

通
り
東
北
自
動
車
道
の
西
の
側
道

（
町
道
１
倆
１
８
９
号
線
）
を
北
上

し
谷
田
川
橋
を
渡
り
館
林
市
道
２

級
　
号
線
を
西
に
向
か
い
再
び
県

１９
道
今
泉
館
林
線
を
結
ぶ
区
域
」
に

な
り
ま
す
。
本
地
区
に
つ
い
て
は
、

　
月
　
日
か
ら
禁
止
区
域
に
指
定

１１

１５

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
 （
経
済
建
設
課
）

上
江
黒
地
区

ー

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ー
 住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
 ーー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
見
た
町
政
地
区
別
懇
談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
見
た
町
政
地
区
別
懇
談
会会

平
成
　
年
５
月
　
日
下
江
黒
地
区
を
皮
切
り
に
、
６
月
１
日
斗
合
田
地
区
に
至
る
全
　
行
政
区
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
と

２２

１１

１６

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
の
意
見
・
回
答
に
つ
い
て
は
６
、
７
、
８
月
号
の
広
報
紙
で

紹
介
し
ま
し
た
が
、
持
越
と
な
っ
た
検
討
課
題
に
つ
い
て
、
今
月
号
で
特
集
い
た
し
ま
す
。

東小東側町道交差点に設置された防犯灯



（３）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

【
課
題
】

①
　
桜
並
木
で
早
咲
き
、
遅
咲
き
が

無
秩
序
に
植
え
て
あ
り
ま
す
が
、

種
類
毎
に
区
切
っ
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。
　

②
　
ト
ラ
ク
タ
ー
で
桜
並
木
路
を
通

行
す
る
と
桜
の
枝
が
当
た
る
の
で
、

剪
定
し
て
く
だ
さ
い
。
　

【
検
討
結
果
】
 

①
　
現
在
植
樹
し
て
あ
る
桜
の
樹
種

を
す
ぐ
に
変
更
す
る
の
は
困
難
で

す
が
、
植
替
等
の
際
に
考
慮
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

②
　
桜
の
枝
の
剪
定
は
様
子
を
見
な

が
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

　
　
　
　
　

【
課
題
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
　
役
場
庁
舎
地
内
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

記
念
樹
の
花
が
咲
か
ず
、
枯
れ
て

　
い
る
よ
う
で
す
が
、
植
替
え
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

②
　
下
水
道
の
加
入
率
を
人
口
比
で

な
く
世
帯
数
に
出
来
ま
せ
ん
か
。

③
　
介
在
農
地
に
つ
い
て
、
固
定
資

産
税
が
毎
年
１
割
上
が
っ
て
い
ま

す
が
ど
う
し
て
で
す
か
。　
　

【
検
討
結
果
】

①
　
原
因
調
査
を
し
た
と

こ
ろ
、
水
分
の
確
保
や

根
を
張
り
出
す
の
に
適

し
た
土
壌
で
な
か
っ
た

た
め
、
良
質
土
壌
と
の

入
れ
替
え
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　（
都
市
計
画
課
）

②
　
下
水
道
接
続
率
の
統

計
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

へ
の
報
告
は
人
口
比
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
に
そ
う
し
て
い

ま
す
が
、
接
続
済
み
の

家
が
何
軒
と
説
明
し
た

方
が
わ
か
り
や
す
い
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
は
町
内
説

明
用
に
件
数
比
の
デ
ー

タ
も
作
成
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　（
環
境
水
道
課
）

③
　
介
在
農
地
に
つ
い
て

は
宅
地
並
課
税
と
な
っ

て
お
り
、
宅
地
の
評
価

額
を
も
と
に
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
に
お

い
て
、
全
国
一
律
に
評
価
の
均
衡

化
が
図
ら
れ
た
た
め
、
評
価
額
が

大
幅
に
上
昇
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
併
せ
て
課
税
標
準
額
を
引

き
上
げ
る
と
税
負
担
が
重
く
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
な
だ
ら
か
に
上

昇
さ
せ
て
い
く
措
置
（
負
担
調
整

措
置
）
を
と
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
評
価
額
が
下
落
し

て
い
る
現
在
で
も
評
価
額
と
に
差

が
生
じ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

毎
年
少
し
ず
つ
税
額
も
上
が
っ
て

い

ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
務
課
）

大勢のかたが参加して行われた
町政地区別懇談会

ＮＰＯから見た町政地区別懇談会 

剪定された、スズカケ公園付近の桜並木

中
谷
地
区

千
津
井
地
区



（４）（４）

【
課
題
】

①
　
谷
田
川
廃
河
川
敷
地
内
の
木
が

水
の
浸
食
で
倒
れ
て
ケ
ガ
の
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
検
討
結
果
】

①
　
再
度
地
元
関
係
者
等
と
協
議
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

【
課
題
】

①
　
残
土
置
き
場
の
規
制

に
つ
い
て
。

　
　
現
存
す
る
残
土
の
山

を
見
る
と
環
境
に
対
す

る
町
の
姿
勢
に
疑
問
を

感
じ
ま
す
。

②
　
特
定
商
取
引
法
に
関

す
る
法
律
の
Ｑ
＆
Ａ
は

回
覧
で
済
ま
さ
な
い
で

毎
戸
に
配
っ
て
欲
し
い

で
す
。

【
検
討
結
果
】

①
　
土
砂
等
に
よ
る
土
地

の
埋
め
立
て
や
盛
土
な
ど

を
規
制
す
る
た
め
に
条
例

を
制
定
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
り
、
近
隣
の
町
で
は
、

板
倉
町
と
邑
楽
町
が
、
県

で
は
埼
玉
県
や
栃
木
県
が

制
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
町
で
は
、
埋
め
立
て

や
盛
土
等
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
残
土
条
例
や
景

観
条
例
が
考
え
ら
お
り
ま

す
が
、
一
番
効
果
的
な
手

法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
群
馬

県
が
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
、
そ
れ
で
足
り
な
い
部
分

を
補
完
す
る
た
め
に
町
で
条
例
制

定
す
る
の
が
順
序
で
あ
る
と
判
断

し
、
県
当
局
に
対
し
要
望
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　（
環
境
水
道
課
）

②
　
町
に
送
ら
れ
て
く
る
チ
ラ
シ
の

年
間
部
数
が
決
ま
っ
て
お
り
、
各

地
区
へ
は
回
覧
で
し
か
回
せ
な
い

状
況
で
す
。

　
　
来
年
度
は
部
数
を
増
や
す
よ
う

県
に
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
補
助
金
を
利
用
し

て
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
チ
ラ
シ
を
作

製
し
、
年
２
回
毎
戸
配
布
し
て
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
、
消
費
者
の
立
場
に

立
っ
て
、
消
費
生
活
に
お
け
る
各

種
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
努
め
、
啓

発
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
経
済
建
設
課
）

【
課
題
】

①
　
家
畜
の
悪
臭
の
調
査
は
、
夜
遅

く
か
早
朝
に
見
回
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
検
討
結
果
】

①
　
苦
情
者
の
話
し
で
は
悪
臭
が
発

生
す
る
時
間
帯
は
午
後
　
時
か
ら

１１

午
前
０
時
頃
、
頻
度
は
月
一
回
か

二
回
程
度
で
あ
り
、
谷
田
川
の
方

か
ら
臭
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
、

谷田川廃河川敷内の倒木

大輪地区内残土の山

南
大
島
地
区

大
輪
地
区

入
ヶ
谷
地
区



（５）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

ＮＰＯから見た町政地区別懇談会 

町
、
県
と
近
隣
市
町
で
合
同
に
て

立
ち
入
り
調
査
を
実
施
す
る
た
め

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
東
部
家
畜

保
健
衛
生
所
の
協
力
を
得
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
原
因
の

特
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
も
調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
水
道
課
）

【
課
題
】

①
　
川
俣
地
内
産
業
廃
棄
物
の
山
は

以
前
よ
り
キ
レ
イ
に
な
り
ま
し
た

が
、
ゴ
キ
ブ
リ
や
ヘ
ビ
、
ネ
ズ
ミ

な
ど
が
ま
だ
出
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
対
策
は
ど
う
す
る

の
で
す
か
。

【
検
討
結
果
】

①
　
敷
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
、

地
主
に
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
東
部
環
境
事
務
所
も
敷
地

の
適
正
管
理
に
つ
い
て
指
導
を
行

う
と
共
に
、
草
花
な
ど
の
植
栽
に

よ
る
景
観
改
善
に
つ
い
て
も
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
環
境
水
道
課
）

【
課
題
】

①
　
生
活
道
路
現
道
舗
装
は
他
の
地

区
で
は
４
㍍
の
道
路
幅
が
な
く
て

も
舗
装
し
て
あ
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。
な
ん
と
か
簡
易
舗
装
だ
け
で

も
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

②
　
通
学
路
の
指
定
の
変
更
は
出
来

な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
検
討
結
果
】

①
　
特
例
道
路
（
用
地
４

㍍
）
と
し
て
の
実
施
に

つ
い
て
、
地
元
地
権
者

と
区
長
の
あ
い
だ
で
調

整
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
   （
経
済
建
設
課
）

②
　
校
長
、
教
頭
、
地
区

Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員
等
で

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
迂
回
路

は
あ
り
ま
す
が
、
緊
急

に
変
更
の
必
要
性
は
な

い
と
の
結
論
に
よ
り
、

現
状
で
様
子
を
見
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
 （
学
校
教
育
課
）

【
課
題
】

①
　
お
そ
ば
屋
さ
ん
南
の

道
路
に
砂
利
を
敷
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

　
す
ぐ
に
穴
が
あ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
再
度
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
検
討
結
果
】

①
　
平
成
　
年
７
月
　
日
砂
利
敷
き

２２

２０

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
経
済
建
設
課
）

回覧された「ぐんまくらしのニュース」

おそば屋さん南の砂利道

大
佐
貫
地
区

川
俣
地
区

矢
島
地
区



（６）

産
産
業
祭
　

　
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
産
業

祭
で
は
、
町
内
各
種
団
体
・
企
業

が
約
　
テ
ン
ト
を
出
展
し
、
農
産

４０

物
や
各
種
物
産
の
販
売
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
ら
く
が
き
せ
ん
べ
い
や
焼
き
そ

ば
な
ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
出

店
者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
呼
び
込
み

に
た
く
さ
ん
の
人
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
大
抽
選
会
や
豚

汁
、
お
に
ぎ
り
の
無
料
配
布
に
は

長
い
行
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

産
文
化
祭
　

　
文
化
祭
は
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
で
行
わ
れ
、
生
け
花
、
書
道
、

竹
細
工
、
写
真
な
ど
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

産
健
康
ま
つ
り
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
健

康
ま
つ
り
で
は
、
健
康
相
談
や
肺

活
量
測
定
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
食

生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
試
食

コ
ー
ナ
ー
、
ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
に
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

産
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
駐
車
場

で
は
、
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
館
林
警

察
署
管
内
の
関
係
団
体
が
一
同
に

会
し
、
広
く
地
域
住
民
に
対
し
て

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
・
啓
発
に

努
め
、
参
加
者
と
楽
し
み
な
が
ら

交
通
安
全
の
普
及
を
図
る
た
め
に

　
産
業
祭
、
健
康
ま
つ
り
、
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が
　
月
１１

７
日
、
文
化
祭
が
　
月
６
日
・
７
日
と
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
開

１１

催
さ
れ
、 
約
６
、
５
０
０
人
の
来
場
者
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

食
べ
て
・
観
て
・
体
験
し
て

　
　
　
　
　
楽
し
ん
だ
祭
典

産業祭・健康
まつ

産業祭・健康
まつりり

菊薫る季節を菊薫る季節を
満満喫喫

文化祭・交通
安全フェステ

ィバ
文化祭・交通

安全フェステ
ィバルル

（６）



（７）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
警
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
や
白
バ

イ
の
写
真
撮
影
、
交
通
安
全
大
声

宣
言
選
手
権
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

（７）広報めいわ　平成２２年１２月１０日



（８）

花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル

　
第
　
回
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

１１

ク
ー
ル
表
彰
式
が
　
月
７
日
、
役

１１

場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
江
口
の
飯
塚
さ

ん
を
は
じ
め
個
人
　
人
と
３
団
体

１５

が
入
賞
し
ま
し
た
。
な
お
、
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】　
　
　
　
　

□
個
人
の
部
　
飯
塚
　
正
弘
（
江

口
）

□
団
体
の
部
　
上
江
黒
環
境
保
全

対
策
協
議
会

【
優
秀
賞
】

□
個
人
の
部
　
▽
奈
良
芙
佐
江

（
中
谷
）
▽
坂
上
　
正
（
中
谷
）
▽

榎
本
晏
子
（
中
谷
）

□
団
体
の
部
　
中
谷
区

【
優
良
賞
】

□
個
人
の
部
  ▽
五
月
女
元
子
（
中

谷
）
▽
伊
藤
恵
子
（
中
谷
）
▽

小
西
紀
子
（
中
谷
）
▽
佐
藤
初

枝
（
中
谷
）
▽
荒
木
み
つ
江

（
中
谷
）

□
団
体
の
部
　
明
和
東
小
学
校

【
奨
励
賞
】

□
個
人
の
部
  ▽
坂
上
喜
平
治
（
中

谷
）
▽
梁
瀬
節
子
（
新
里
）
▽

林
　
吉
太
郎
（
中
谷
）
▽
恩
田

三
郎
（
中
谷
）
▽
伊
勢
田
　
亮

（
新
里
）
▽
大
場
正
子

明
和
町
菊
花
展

　
平
成
　
年
度
明
和
町
菊
花
展
表

２２

彰
式
が
　
月
７
日
、
中
央
公
民
館

１１

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
恩

田
町
長
ら
関
係
者
が
出
席
し
入
賞

者
を
表
彰
し
ま
し
た
。
各
種
の
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

文
化
協
会
園
芸
部

【
特
選
】　
　
　
　
　

明
和
町
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

【
最
優
等
】

明
和
町
議
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

邑
楽
館
林
農
協
組
合
長
賞
　

　「
厚
物
三
本
立
」　
吉
田
佳
世
子

明
和
町
商
工
会
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

明
和
町
教
育
長
賞

　「
細
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

明
和
町
文
化
協
会
長
賞

　「
ダ
ル
マ
」　
関
本
　
宗
市

明
和
町
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞

　「
盆
栽
」　
関
本
　
宗
市

【
厚
物
三
本
立
、
細
物
三
本
立
、
ダ

ル
マ
、
福
助
、
盆
栽
】

優
等
　
森
田
　
勇
・
野
本
　
武

１
等
　
髙
瀬
三
郎
・
吉
田
佳
世
子
・

長
柄
克
己
・
田
部
井
喜
雄
・
蓮

見
昭
和

２
等
　
野
本
　
武
・
吉
田
佳
世
子
・

蓮
見
昭
和
・
長
柄
克
己

３
等
　
吉
田
佳
世
子
・
新
井
紀
夫
・

蓮
見
昭
和
・
森
田
　
勇
・
柿
沼

健
司
・
林
　
吉
太
郎
・
長
柄
克

己
・
野
本
　
武
・
小
田
木
正
弘

老
人
ク
ラ
ブ
　

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
新
井
幹
一

最
優
等
　
新
井
和
子
・
森
田
　
勇

優
等
　
藤
野
松
雄
・
長
柄
克
己

１
等
　
林
　
吉
太
郎
・
多
田
初
恵
・

藤
野
シ
ヅ
イ
・
北
島
久
子
　

２
等
　
奈
良
ミ
ヨ
子
・
北
島
　
勇
・

小
田
木
正
弘
・
恩
田
亀
蔵
・
奈

良
克
己

３
等
　
髙
瀬
三
郎
・
小
林
利
郎
・

奈
良
一
男
・
仲
村
国
雄
・
増
田

清
一
・
高
瀬
佐
知
子

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
藤
野
シ
ヅ
イ
   

最
優
等
　
石
崎
弘
二
・
早
川
明
子

優
等
　
新
井
幹
一
・
石
崎
京
子
　

１
等
　
藤
野
松
代
・
恩
田
亀
蔵
　

２
等
　
丸
山
公
博
・
田
部
井
喜
雄
・

小
沼
周
二
・
新
井
和
子

３
等
　
長
柄
克
己
・
小
田
木
正
弘
・

牛
久
保
ト
ミ
子
・
牛
久
保
文
雄

菊
づ
く
り
教
室

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
吉
田
佳
世
子
・
小
林
利
郎

最
優
等
　
新
井
和
子

優
等
　
髙
瀬
三
郎

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
新
井
和
子
・
中
川
テ
ル
子

最
優
等
　
田
部
井
喜
雄

優
等
　
野
本
　
武

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

花花花花花花花花花花
のののののののののの
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
クククククククククク
ーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルル
・・・・・・・・・・
菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊
花花花花花花花花花花

花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
・
菊
花
展展展展展展展展展展展

受　賞



（９）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

　
諏
訪
神
社
は
江
口
地
区
内
の
利

根
川
堤
沿
い
に
あ
り
、
そ
の
２
個

の
力
石
は
、
神
社
入
口
の
門
柱
の

足
元
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。 
　

形
状
は
ほ
ぼ
卵
形
。
石
の
表
面
に

は
「
二
十
九
〆
余
」
の
文
字
が
刻

み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

重
さ
は
お
よ
そ
１
０
０
㎏
は
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
当
時
の
屈
強
な
男

た
ち
は
、
こ
の
石
を
持
ち
上
げ
て

力
自
慢
を
競
い
合
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　“
千
津
井
”
と
い
え
ば
“
シ

ク
ラ
メ
ン
”。
“
シ
ク
ラ
メ

ン
”
と
い
え
ば
“
千
津
井
”

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
冠
を

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、

名
曲
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ

り
」
の
切
な
く
も
美
し
い
旋
律
が
、

何
処
か
ら
と
も
な
く
流
れ
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
そ
の
芳
潤
な
香
り
の
“
シ
ク
ラ

メ
ン
”
は
、
今
出
荷
の
最
盛
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

かるた紹介　シリーズ①

　社会教育指導員の石原さんが試

作した明和版かるたを通して、本

町の歴史や文化、自然、特産品、

その他町の特色となるものをシ

リーズで紹介しています。

明
 和
 再
 発
 見

ー
手
作
り
郷
土
か
る
た
を
通
し
て
ー

№１



（１０）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

【
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（月）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（火）

※
年
末
の
　
日
お
よ
び
　
日
の
可
燃
ご

２４

２７

み
収
集
は
、
大
掃
除
に
よ
る
大
量
の
ご

み
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
収

集
日
に
ご
み
を
出
す
よ
う
に
、
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、　

月
　
日
・
平
成
　
年
１
月

１２

２７

２３

４
日
の
収
集
日
に
は
、
収
集
ル
ー
ト
等

が
変
更
に
な
る
た
め
、
収
集
時
間
が
大

幅
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
必
ず
朝
８
時

　
分
ま
で
に
ご
み
を
出
す
よ
う
に
し
て

３０

く
だ
さ
い
。

※
年
始
の
４
日
の
収
集
は
火
曜
日
の
た

め
通
常
の
曜
日
と
異
な
り
ま
す
。
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

【
も
っ
た
い
な
い
館
・
東
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（月）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（水）

環
境
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
７
２

【
し
尿
の
く
み
取
り
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（火）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（火）

禍
大
朏
工
業
　
　
　
山
　
・
４
１
８
６
 

７３

        

※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
役
場
　
　
　
　
　
撒
　
・
３
１
１
１

８４

　
役
場
は
、　

月
　
日
　
～
平
成
　
年

１２

２９

（水）

２３

１
月
３
日
　
の
間
、
休
み
と
な
り
ま
す
。

（月）

手
続
き
、
届
出
な
ど
は
、
早
め
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
窓
口
業
務
な
ど
の
各
業
務
、

主
な
施
設
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
役
場
窓
口
事
務
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（火）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（火）

　
出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
戸

籍
届
出
は
、
休
み
の
期
間
中
（
役
場
西
側

の
入
り
口
）
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

【
中
央
公
民
館
・
社
会
体
育
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（火）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（火）

中
央
公
民
館
　
　
　
山
　
・
４
４
９
１

８４

社
会
体
育
館
　
　
　
山
　
・
４
６
２
６

８４

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２６

（日）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（水）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
山
　
・
４
９
２
６

８４

【
社
会
福
祉
会
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２５

（土）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（水）

社
会
福
祉
会
館
　
　
山
　
・
３
３
０
１

９１

【
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２６

（日）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（水）

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書
館
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
５
５

８４

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２６

（日）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（水）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
１
１

８４

※
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

届
け
出
な
ど
は
早
め
の
手
続
き
を

年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
７
２

＊
お
詫
び
・
訂
正

　
　
月
カ
レ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
年
末

１２
の
ゴ
ミ
収
集
お
よ
び
、
も
っ
た
い
な

い
館
の
最
終
日
が
　
日
と
な
っ
て
お

２８

り
ま
す
が
正
し
く
は
　
日
が
年
内
の

２７

最
後
の
収
集
に
な
り
ま
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
奨
学
資
金
制
度
は
、
進
学
の
意
欲

と
能
力
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
高
等
学
校
以

上
の
学
校
へ
進
学
が
困
難
な
か
た
に

必
要
な
資
金
を
お
貸
し
し
て
、
才
能

の
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

■
貸
与
資
格
　

・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
世
帯

の
子
弟

・
品
行
方
正
で
進
学
の
意
欲
と
能
力

を
有
す
る
か
た

・
学
資
支
出
の
困
難
な
子
弟

※
た
だ
し
、
出
身
学
校
長
ま
た
は
在

学
学
校
長
が
適
当
と
認
め
、
推
薦
し

た
か
た
で
す
。

■
貸
与
額
　

・
高
等
学
校
に
在
学
す
る
か
た
月
額

１
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
か
た
  

月
額
２
万
円
以
内

・
大
学
に
在
学
す
る
か
た
   月
額
４

万
円
以
内

※
返
済
方
法
は
、
卒
業
後
１
年
を
経

過
し
た
年
の
翌
年
か
ら
、
貸
与
年
数

の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
年
賦

に
よ
り
返
済
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２３

３１

（月）

■
申
込
方
法
　
指
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校
教
育

課
へ
直
接
申
し
込
む
（
指
定
用
紙
は
、

学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
山
　
・
８４

３
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
資
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



（１１）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

明和町のオリジナルキャラクター

「メイちゃん」です。これから色々

な場面に登場します。よろしくお

願いします。

総務大臣表彰受賞
鯉沼哲雄さん

　永年にわたり、行政相談委員として活躍

されておられる鯉沼哲雄さん（大佐貫）が

１０月１４日、行政相談委員としてその業績

が認められ、総務大臣表彰を受賞されま

した。

　鯉沼さんは、平成７年より１５年間にわ

たり行政相談委員を続けて、行政に関す

る相談だけでなく広く地域のかたがたの

相談に応じられ、群馬県の行政相談委員

の中心となって積極的な活動を展開して

います。

表彰状を手にする鯉沼さん

　町では、平成２２年度成人式を次のとお

り行います。

　本町在住でなくても、本町出身のかたで

申し出ていただければ参加できます。

　故郷で成人式に参加しませんか。

□日時　平成２３年１月９日（日）　午前９

時３０分受付開始

□場所　ふるさと産業文化館　

□対象者   平成２年４月２日から平成３年

４月１日までの生まれで、本町に住民登

録しているかた、並びに本町出身で本人

より申し出があったかた

※詳しくは、生涯学習課（山８４・４４９１）へ

お問い合わせください。

 故郷 で成人式に
ふ る さ と

参加しましょう

町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集
】

□
職
種
　
給
食
調
理
人

□
募
集
人
数
　
若
干
人

□
雇
用
期
間
　
平
成
　
年
１
月
お
よ
び

２３

３
月
か
ら

□
時
給
　
９
０
０
円

□
応
募
資
格
　
　
歳
以
下
、
普
通
自
動

５０

車
免
許
を
有
す
る
か
た

□
職
務
内
容
　
学
校
給
食
調
理
（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

□
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
　
分
１０

□
申
込
期
限
　

・
１
月
採
用
　
　
月
　
日
　
（
必
着
）

１２

２１

（火）

・
 ３
月
採
用
　
平
成
　
年
２
月
１
日
　

２３

（火）

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記
入

し
て
、
学
校
教
育
課
へ
提
出

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

□
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
山
　
・
８４

３
１
１
５
）
へ

【
緊
急
雇
用
対
策
　
臨
時
職
員
募
集
】

　
町
で
は
、
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
数
　
　
１
人

□
職
務
内
容
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
対
象
者
へ
の
通
知
作
業
、

取
り
ま
と
め
、
健
康
教
室
な
ど
に
お

け
る
デ
ー
タ
入
力
・
分
析
業
務
な
ど

□
応
募
資
格
　
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
か

た
□
雇
用
期
間
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２３

１２

（水）

～
３
月
　
日
　

３１

（木）

□
時
給
　
８
０
０
円

□
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

原
則
、
月
～
金
曜
日

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　
（
必
着
）

１２

２１

（火）

□
申
込
方
法
な
ど

・
申
込
方
法
   公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
ご
相
談
の
上
、
紹

介
状
と
と
も
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
経
済
建
設
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

（
簡
易
書
留
郵
便
）
し
て
く
だ
さ
い
。

・（
郵
送
先
）　
〒
３
７
０
倆
０
７
９
５

（
住
所
記
載
不
要
）　
　
　
　
　
　
　

明
和
町
役
場
経
済
建
設
課
　
産
業
振

興
係

□
受
付
時
間
（
持
参
の
場
合
）
　

・
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分
（
火

３０

１５

～
金
曜
日
）

・
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時
　
分
（
月

３０

１５

曜
日
）
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を

除
く

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

□
選
考
結
果
の
通
知
　
採
用
の
合
否
に

つ
い
て
は
、
事
務
担
当
課
か
ら
郵
送

に
て
行
い
ま
す

□
問
い
合
わ
せ
　
経
済
建
設
課
（
内
線

１
５
２
）
へ

　
学
校
教
育
課
　
　
　
撒
　
・
３
１
１
５

８４

　
経
済
建
設
課
　
　
　
内
線
１
５
２



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１２）

ホールに響き渡る歌声とハーモニー

　恒例の明和中学校の校内合唱コンクールが、１０月

２７日、ふるさと産業文化館で開催されました。

　生徒たちは、６月頃からこの日のために積み上げ

てきた練習の成果を思う存分発揮し、訪れたかたが

たを魅了していました。

　山田校長は、「合唱とはあなたにとって何」と問い

かけながら「いつもと違う自分の発見を」、「一人一

人が主役に」、「きずなを深める」の３点について期

待を込めたお話をしていました。　　　　

  合唱とはあなたにとって何
明和中学校合唱コンクール

いも煮の出来上がるまで、竹とんぼ作り

　１０月２４日、新里地区子ども会では恒例となった

いも煮会を行いました。９時から参加者全員でいも

掘り、サツマイモ、サトイモ約３００キログラムを収

穫、大きなサツマイモが顔を見せると、あちらこち

らで子どもたちが歓声を上げながら手を真っ黒にし

て引き抜いていました。その後、社会福祉会館の広

場に移動し、地域のかたの手を借りていもを煮たり、

焼きいもを焼いたり、竹とんぼ作りなどで親睦を深

めていました。

楽しかった“いも煮会”
新里地区子ども会

ちょっと一休み

助け合いの精神を養う
ボーイスカウトがナイトハイク

追悼式で英霊に献花する参列者

　１１月５日、町戦没者追悼式が中央公民館で行われ、

遺族・来賓あわせて約３５０人が拝礼や黙とう、献花

を行い、戦没者（３０１柱）の冥福を祈りました。

　式では次代を担う若者代表として明和中学校２年

生の奥澤麗さんと大塚遼太郎君が、祖母から知り得

た戦争体験や自らの思いを語り、戦争の体験を風化

させないために、その悲惨さを次世代に語り継ぐこ

とで平和と命の尊さを訴えていくことを誓いました。

恒久の平和を誓う
戦没者追悼式

　１０月２３日、明和町ボーイスカウトは、年間行事の

一環として恒例のナイトハイクを行いました。

　今回は館林駅を夕方５時に出発し、指導者の付き

添いの下、明和町までの約１０キロメートル強の道程

に挑戦しました。　　　　　　　　　　　　　　　

　体験入隊を含めた３０人の参加者たちは、約４時間

の行程を１人の脱落者も無く完歩し、達成感に溢れ

た満面の笑みを見せていました。



TOPICSTOPICSPhotoPhoto

（１３）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

議場を見学する児童たち

　１１月１２日、東小の２年生２６人が生活科学習「町

たんけん」の一環として、公共施設に対する関心や

理解を深めることを目的に、役場を訪れました。

　庁舎内の普段は入ることの出来ない、警備室や町

長室、議場、会議室などを熱心に見学しました。

　質疑応答では、「開庁時間は何時までですか」、「役

場の建物の高さは何メートルですか」、「どうして役

場があるのですか」などの質問をしながら熱心にメ

モをとっていました。

初めて見る、役場内施設に歓声
東小児童役場見学

機転とチームワークで活躍
初期消火で表彰

表彰された群馬河西（株）社員のみなさん

真剣に料理を作る受講者

　１０月２７日、中央公民館の調理室で食生活改善推

進員の協力により参加者９人が食事の大切さを学び

ました。職員からは、「毎日３食規則正しく、また１

回の食事の時間は２０分以上かけ、よく噛むことで満

腹感が得られ、腹八分目に抑える事で肥満予防が図

れます」と話しがありました。

　参加者は「レシピを見ながらの調理は大変でした

が、とてもおいしかったです」「料理は奥が深く、ま

た参加したいですね」と話していました。

毎日の食事が大切

男性のための食生活講座

　８月３０日午後５時１７分頃、東北道下り車線（上

江黒地内）で１５㌧トラックが火災を起こして立ち往

生しているところを、付近の群馬河西（株）社員の

岩崎聡さんが気づきました。岩崎さんが他の社員４

人らと共に高速道路のフエンスを乗り越え、チーム

ワークで消火活動を迅速に行なった結果、その火災

は大事に至りませんでした。このたびの機敏な判断

と連携行動によって初期消火に尽力された功績に対

し、館林地区消防組合長からの表彰がありました。

園児となわとびをする商工生

　１１月１１日、館林商工高等学校の家庭科の授業で

保育を選択した生徒が１２人づつのグループに分か

れ、こども園で実習を行いました。

　既に６月に実習していたこともあり、園児たちと

もすぐにうち解け、なわとびやかけっこなどをした

りし、楽しいひとときを過ごしました。

　参加した商工生徒たちは、「２度目の実習なので、

園児たちが顔を憶えていてくれてとても嬉しかった

です」と話していました。

 園児と楽しいひととき
商工生がこども園へ



（１４）

INFORMATION

掲示板

（１４）

〈
広
告
〉

担当（中山・小室）

住宅型・有料老人ホーム　めいわ

明和町新里３５２　山０２７６崖９１崖３２７７

☆健康には毎日の食事のバランス。健康チェックのサポート。

☆介護には２４時間スタッフが常駐し生活を応援します。

　　　　　　　　　　　　（併設：小規模多機能ホーム　憩）

平成２２年１２月　オープン予定鎧 （群馬県認定）

お問合せ

〈
広
告
〉
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○○○／○午前９：００～１２：００

／／○○○／○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○／○○○午前９：００～１２：００

／／○／○○○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科

　 　　
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
無
料
で
開
放

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
５
日
　

２３

（水）

・
午
前
　
時
～
正
午

１０

・
午
後
１
時
～
午
後
４
時

・
午
後
５
時
～
午
後
９
時

□
対
象
　
全
利
用
者

※
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
山
　
・
５
５
１
１
）へ
。

８４

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
８
日
　

２３

（土）

午
前
　
時
　
分
開
始

１０

３０

□
場
所
　
館
林
市
役
所
東
広
場
　

□
内
容
　
館
林
鳶
職
組
合
梯
子
乗

り
演
技
披
露
、
消
防
署
音
楽
隊

演
奏
、
一
斉
放
水
、
分
列
行
進

（
徒
歩
部
隊
・
車
両
部
隊
）
披
露

◎
当
日
の
午
前
　
時
　
分
～
午
後

１１

３０

　
時
　
分
は
、
館
林
市
役
所
南
道

１２

３０

路
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
地
区
消
防
組

合
（
山
　
・
３
１
７
１
）へ
。

７２

　
借
金
の
返
済
で
家
計
が
苦
し
い
、

借
金
に
頼
ら
な
い
生
活
を
し
た
い
、

そ
の
よ
う
な
か
た
が
た
を
対
象
に

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
秘

密
厳
守
で
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
ど
ち
ら
も
電
話
で
の
事

前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
お
申

し
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
生
活
の
立
て
直
し
相
談
会
】

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２３

２６

（水）

午
後
１
時
～
午
後
５
時

□
場
所
　
太
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
太
田
市
浜
町
２－

　
）
３５

□
申
込
先
　
太
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
山
　
・
２
２
２
０
）

３０

【
法
律
相
談
会
】

□
日
時
　
平
成
　
年
２
月
　
日
　

２３

１２

（土）

午
後
１
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

□
場
所
　
邑
楽
町
役
場（
邑
楽
町

中
野
２
５
７
０－

１
）

□
申
込
先
　
邑
楽
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
山
　
・
５
０
４
７
）

４７

□
入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
っ

　
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
か
た
、
ま
た
は
単
身
の
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
か
た

（
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
）

□
申
込
期
間
　
平
成
　
年
１
月
４

２３

日
　
～
　
日
　

（火）

１８

（火）

□
入
居
可
能
日
　
平
成
　
年
４
月

２３

１
日
　（金）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

を
郵
送

□
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場

所
　
県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋

市
紅
雲
町
）、
県
土
木
事
務
所
、

市
役
所
・
町
村
役
場

□
そ
の
他
　
入
居
者
は
、
公
開
抽

選
で
選
定
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社

（
山
０
２
７
・
２
２
３
・
５
８
１
１
）

へ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
://w
w
w
.g
u
n
m
a
-jk
k
.o
r.jp
/

）

を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
保
険

２２

料
は
月
額
１
５
、
１
０
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
（
翌
月
末
日
が
休
日
の

場
合
は
、
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
十
分
な
所
得
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
保
険
料

を
納
め
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
年

金
法
の
規
定
に
よ
り
、
国
税
徴
収

法
の
例
に
よ
る
滞
納
処
分
（
財
産

差
押
え
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替

の
「
 早
割
 」
が
お
得
で
便
利
で
す
。

は

や

わ

り

口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限

よ
り
１
か
月
早
め
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
が
１
か
月
当
た
り
　
円
割

５０

引
に
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振

替
の
申
出
書
は
役
場
に
あ
り
ま
す

の
で
、
年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
お

よ
び
口
座
届
出
印
を
ご
持
参
の
上
、

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。　

※
詳
し
く
は
、
太
田
年
金
事
務
所

（
山
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

　
毎
年
、　

月
　

日
～
　

日
は

１２

１０

１６

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と

す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
へ
の
対
処
は
、
国
際
社
会

を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

住
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
問
題
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

借
金
返
済
で
お
困
り
の

か
た
は
無
料
相
談
会
へ

新
年
初
泳
ぎ
海
洋
セ
ン

タ
ー
無
料
開
放

県
営
住
宅
平
成
　
年
１

２３

月
度
募
集
の
ご
案
内

新
春
恒
例
、
消
防
隊
出

初
め
式

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
期
限
ま
で
に

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間



（１５）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　　国家公務員共済組合連合会（ＫＫＲ）  指定店

　　群馬県年金受給者協会 館林邑楽地区会 指定店

鈴鈴鈴鈴鈴鈴木木木木木木葬葬葬葬葬葬儀儀儀儀儀儀鈴木葬儀社社社社社社社
創業百有余年

館林駅前通り

皆様に支えられ、多くの葬儀をお手伝いさせていただきました。

館林・明和・板倉地区葬儀施行件数１番の実績（平成17年以降連続）

 http://www.sougisya.com　山７２・１２８９

【
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
２
０
１
１
】

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
１
日
　

２３

（土）

午
前
９
時
　
分
ス
タ
ー
ト

１０

　
日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が

熱
き
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
第
　
回
５５

全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
（
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
２
０
１

１
　
ぐ
ん
ま
）
が
新
春
の
上
州
路

in
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
全
国
６
地
区
の
予
選
を
突
破
し

た
　
チ
ー
ム
が
日
本
一
を
か
け
て

３７
７
区
間
、
１
０
０
㌔
を
走
り
ま
す
。

　
県
庁
を
は
じ
め
、
各
中
継
ポ
イ

ン
ト
で
は
、
郷
土
芸
能
の
披
露
や

郷
土
料
理
な
ど
、
大
会
を
盛
り
上

げ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

是
非
と
も
沿
道
に
足
を
運
び
、
大

き
な
声
援
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
大
会
の
模
様
は
、
Ｔ
Ｂ

Ｓ
系
全
　
局
で
午
前
８
時
　
分
よ

２８

３０

り
６
時
間
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト

時
間
と
桐
生
市
内
の
コ
ー
ス
が
一

部
変
更
さ
れ
ま
す
（
※
）。

◎
大
会
当
日
は
、
交
通
規
制
に
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
ク
イ
ズ
】

問
題
「
第
　
回
大
会
の
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ

５５

Ｒ
Ｕ
チ
ー
ム
の
順
位
は
？
」

□
応
募
方
法
　
は
が
き
に
ク
イ
ズ

の
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
左
記
へ
郵
送
す
る

　
〒
３
７
１－

８
５
７
０
　
県
庁

総
務
部
総
務
課
「
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
ク
イ
ズ
」
係

□
応
募
期
限
　
平
成
　
年
１
月
７

２３

日
　
（
必
着
）

（金）

□
商
品
　
軽
自
動
車
（
ス
バ
ル
ス

テ
ラ
）、
県
内
温
泉
宿
泊
券
、
施

設
の
招
待
券
、
特
産
品
な
ど

□
当
選
者
の
決
定
・
発
表
　
平
成

　
年
１
月
　
日
　
、
県
庁
に
て

２３

１４

（金）

抽
選
の
う
え
、
商
品
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
と
す
る

※
変
更
さ
れ
る
コ
ー
ス
、
ク
イ
ズ
、

お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ttp
://

w
w
w
.p
ref.g

u
n
m
a
.jp
/r/ek
id
en

/

）
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
県
庁

総
務
部
内
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
実

施
本
部
（
山
０
２
７
・
２
２
６
・

２
０
３
２
）
へ
。

滅
失
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
　
年
中
に
家
屋
（
建
物
）

２２

の
滅
失
（
取
り
壊
し
）
を
さ
れ
た

か
た
は
、
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２３

３１

（月）

ま
で
に
税
務
課
へ
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
を
新
築
さ
れ
て
、

ま
だ
家
屋
調
査
が
お
済
み
で
な
い

か
た
は
、
お
早
め
に
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

認
定
長
期
優
良
住
宅
の
固
定
資
産

税
減
額
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く
！

　
平
成
　
年
６
月
４
日
～
平
成
　

２１

２４

年
３
月
　
日
に
、
認
定
長
期
優
良

３１

住
宅
を
新
築
さ
れ
た
か
た
で
、
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
適
用
す

る
に
は
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
税
務
課
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
と
な
る
家
屋
（
住
宅
）　
　

①
平
成
　
年
１
月
１
日
～
平
成

２２

　
年
　
月
　
日
に
、
長
期
優
良

２２

１２

３１

住
宅
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
行
政
庁
の
認
定

を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅
。

②
居
住
部
分
の
割
合
が
全
体
の

２
分
の
１
以
上
。（
併
用
住
宅

の
場
合
）。　

③
住
宅
面
積
が
　
㎡
以
上
２
８

５０

０
㎡
以
下

□
減
額
内
容
　
一
般
住
宅
の
場
合
、

新
築
後
５
年
間
、
住
宅
部
分
の

１
２
０
㎡
分
を
限
度
と
し
て
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
２
分
の

１
が
減
額
。（
３
階
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
は
新
築
後
７
年

間
）
但
し
、
１
２
０
㎡
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
は
減
額
な
し
。

□
申
告
方
法
　
認
定
長
期
優
良
住

宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
減
額

申
告
書
に
認
定
通
知
書
（
主
管

行
政
庁
発
行
）
の
写
し
を
添
付

し
、
平
成
　
年
１
月
　
日
　
ま

２３

３１

（月）

で
に
税
務
課
へ
申
告
す
る
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
（
内
線
１
１

３
）
へ
。

　
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
で

は
、
納
税
者
本
人
や
扶
養
す
る
親

族
が
障
が
い
者
に
認
定
さ
れ
て
い

る
場
合
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
る
制
度
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
　
歳
以
上
の

６５

高
齢
者
で
、
認
知
症
や
身
体
上
の

障
が
い
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
か
た
に
対
し
て
、
確
定
申
告
で

障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

交
付
し
ま
す
。
申
告
の
際
に
認
定

書
が
必
要
な
か
た
は
、
健
康
づ
く

り
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

交
付
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
そ

の
手
帳
に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
２
）
へ
。　

第
　
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅

５５
伝
＆
ク
イ
ズ
の
ご
案
内

家
屋
（
住
宅
）
に
係
る

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
の
交
付
に
つ
い
て



（１６）

INFORMATION
□
対
象
　
平
成
　
年
１
月
１
日
現

２３

在
、
町
内
に
住
所
が
あ
り
、　１０

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
か
た
、
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
や
同
居
の
親
族
（
年
間
お

お
む
ね
　
日
以
上
農
業
に
従
事

６０

し
て
い
る
か
た
）
で
、
平
成
　２３

年
３
月
　
日
現
在
で
　
歳
以
上

３１

２０

の
か
た

□
申
請
方
法
　
登
載
申
請
書
（
区

長
等
が
　
月
中
に
配
布
し
ま

１２

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

区
長
等
へ

□
申
請
期
限
　
平
成
　
年
１
月
７

２３

日
㈮

□
問
い
合
わ
せ
先
　
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
内
線
２
１
３
）
ま
た

は
農
業
委
員
会
（
内
線
１
６
２
） 

□
業
務
内
容
　
受
付
・
パ
ソ
コ
ン

入
力
作
業
お
よ
び
書
類
整
理
等

□
募
集
人
数
　
　
人
程
度

６０

□
勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署
ま
た

は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田

□
勤
務
期
間
   平
成
　
年
１
月
下

２３

旬
～
３
月
中
旬
ま
た
は
下
旬

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

□
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
昼
休
み
を
除
く
５
時
間

　
分
）

３０
※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
（
山

　
・
９
５
０
０
）
へ
。

７２【
新
春
キ
ン
ボ
ー
ル
交
流
大
会
】

□
期
日
   平
成
　
年
１
月
　
日
　

２３

１６

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
小
学
校
５
年
生
以
上
の

町
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
行
政

区
単
位
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
６

２３

日
　（木）

【
ス
キ
ー
教
室
】

□
期
日
   平
成
　
年
１
月
　
日
　

２３

２３

（日）

□
場
所
　
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
（
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者

同
伴
）

□
定
員
　
　
人
８０

□
参
加
費
　
２
、０
０
０
円（
リ
フ

ト
代
、昼
食
代
別
）

□
申
込
開
始
　
　
月
　
日
　
　
午

１２

２６

（日）

前
　
時
（
先
着
順
）

１０

※
共
通
事
項

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
（
山

　
・
４
６
２
６
）
へ
。

８４

□
日
時
   平
成
　
年
１
月
　
日
　
、

２３

２０

（木）

２
月
　
日
　
、　

日
　
　
午
後

１０

（木）

１７

（木）

１
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

□
場
所
   中
央
公
民
館

□
対
象
   町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
６
０
０
円

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

１８

（土）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
山

　
・
４
４
９
１
）
へ
。

８４　
２
歳
か
ら
就
学
前
の
発
達
に
不

安
を
お
持
ち
の
保
護
者
と
お
子
さ

ま
を
対
象
に
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
相
談
や
情
報
交
換
の
場
を
提

供
い
た
し
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
就

園
や
就
学
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
、
平
成
　

１２

２１

（火）

２３

年
２
月
　
日
　
　

１６

（水）

毅
２
～
３
歳
児
対
象
　
午
後
１
時

～
午
後
２
時
　
分
３０

毅
４
～
６
歳
児
対
象
　
午
後
２
時

　
分
～
午
後
４
時

３０
□
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
明
和
こ
ど
も
園
内
）

□
内
容
　
歌
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
紙

芝
居
、
相
談
、
保
護
者
同
士
の

情
報
交
換
等

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
で
申
し
込
む
　

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
２
）
へ
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
６
日
　

２３

（日）

□
対
象
　
群
馬
県
在
住
の
母
（
父
）

子
家
庭
の
母（
父
）
と
子
（
高
校

生
以
下
）お
よ
び
寡
婦

□
定
員
　
１
２
０
人（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

□
参
加
費

毅
母（
父
）・
寡
婦
    ２
、
０
０
０
円

毅
子
　
　
　
　
　
  １
、
０
０
０
円

毅
３
歳
以
下
 　
 　
     ５
０
０
円

□
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住

所
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
者

全
員
の
氏
名
と
年
齢
・
希
望
乗

車
地
（
館
林
市
役
所
ほ
か
）
を

記
入
の
上
、
左
記
へ
郵
送
す
る

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２３

１９

日
　
必
着

（水）

□
申
込
先
　
〒
３
７
１
儿
０
８
４

３
　
前
橋
市
新
前
橋
町
　
儿
　

１３

１２

    群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
内
５
階
　
　
群
馬
県
母
子

（財）

寡
婦
福
祉
協
議
会

※
詳
し
く
は
　
　
群
馬
県
母
子
寡

（財）

婦
福
祉
協
議
会
（
山
０
２
７
・
２

５
５
・
６
６
３
６
）
へ
。

革
工
芸
教
室
（
全
３
回
）

社
会
体
育
館
の
大
会
・

教
室
の
ご
案
内

募
集
し
ま
す

館
林
税
務
署
の
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す

親
子
ス
キ
ー
教
室
を
開

催
し
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
載
を

「
た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
参
加
者
募
集

　
県
道
斗
合
田
岩
田
岡
里
線

の
谷
田
川
に
架
か
る
斗
合
田

橋
の
補
修
工
事
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期
間
　
平
成
　
年
１
月
５

２３

日
　
～
２
月
　
日
　

（水）

２８

（月）

■
区
間
　
国
道
３
５
４
号
線

板
倉
バ
イ
バ
ス
か
ら
麦
倉

停
車
場
線
ま
で
の
区
間
の

う
ち
、
谷
田
川
堤
防
内
延
長

約
２
０
０
ｍ

※
詳
し
く
は
、
館
林
土
木
事
務

所
（
山
　
・
４
３
５
５
）
へ
お

７２

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

全
面
通
行
止
め
の

お
知
ら
せ



（１７）広報めいわ　平成２２年１２月１０日

【
第
　
回
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

５４

優
　
勝
　
キ
ャ
ッ
ツ
愛
　

準
優
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

【
第
　
回
明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ

１３

ト
ボ
ー
ル
大
会
】

優
　
勝
　
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
（
高
崎
）

準
優
勝
　
千
津
井
ク
ラ
ブ
（
明
和
）

第
３
位
　
富
士
原
ソ
フ
ト
（
館
林
）

第
３
位
　
塚
越
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｚ
（
高
崎
）

【
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
】

優
　
勝
　
ス
ー
パ
ー
イ
ー
グ
ル
ス

準
優
勝
　
神
風
Ｚ
チ
ー
ム

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

野
本
 翔
太
 （
朋
寿
・
順
子
/
新
里
）

し

ょ

う

た

堀
口
 琴
鈴
 （
昌
也
・
章
予
/
新
里
）

こ

と

り

渡
邉
 羅
夢
 （
雅
史
・
仁
美
/
新
里
）

ら

む

長
瀬
 維
吹
 （
睦
史
・
千
紗
子
/
中
谷
）

い

ぶ

き

吉
野
ひ
す
い
（
亨
・
弓
/
中
谷
）

原
口
ビ
ク
ト
リ
ア
（
義
夫
・
ス
ベ
ッ
ト
ラ
ー
ナ
/
大
佐
貫
）

薗
田
 大
和
 （
繁
・
明
子
/
大
佐
貫
）

や

ま

と

齋
藤
 廉
典
 （
勝
則
・
香
織
/
南
大
島
）

れ

ん

す

け

吉
田
　
 暖
 （
泰
久
・
陽
子
/
大
輪
）

の

ん

戸
松
 光
蘭
 （
貴
幸
・
綾
/
梅
原
）

み

ら

ん

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

野
本
　
満
　
　
　
　
千
津
井

　
進

５３

本
村
ト
キ
エ
　
　
　
千
津
井
　
  
義
和

７７

髙
澤
　
茂
　
　
　
　
梅
原
　
時
子

８１

三
ツ
井
　
弘
　
　
　
中
谷
　
節
子

８４

梁
瀬
右
左
治
　
　
　
斗
合
田

　
雅
弘

８４

畜
山
　
幸
一
　
　
　
千
津
井

　
ミ
ツ
エ

９４

堀
口
　
信
治
　
　
　
南
大
島

　
献

９６

島
田
　
　
も
　
　
　
南
大
島

　
献

９７

金
井
　
き
み
　
　
　
南
大
島

　
岡
安
太

９７

※
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
を
希
望
す
る
か
た
は
、
総
務

課
（
内
線
２
１
４
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
水
道
課

町
道
２－

３
８
１
号
線
外
３
路
線
上

水
道
配
水
管
布
設
替
工
事

場
　
　
所
　
梅
原
地
内

予
定
価
格
　
１
、
７
６
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
７
２
０
万
円

業
　
　
者
　
荒
井
建
設
　（株）

町
道
２－

３
９
７
号
線
外
２
路
線
上

水
道
配
水
管
布
設
替
工
事

場
　
　
所
　
梅
原
地
内

予
定
価
格
　
１
、
６
６
７
万
円

落
札
価
格
　
１
、
６
３
０
万
円

業
　
　
者
　
小
曽
根
建
設
　（株）

町
道
　
号
線
上
水
道
配
水
管
布
設
替

５８

工
事

場
　
　
所
　
江
口
地
内

予
定
価
格
　
７
１
８
万
円

落
札
価
格
　
７
０
０
万
円

業
　
　
者
　
島
田
設
備
工
業
　（有）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線
管

渠
築
造
工
事
（
　－

　－

　
・
　

工

２２

１２

１０

１１

区
）

場
　
　
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
９
２
０
万
円

落
札
価
格
　
９
０
０
万
円

業
　
　
者
　
　
司
建
設

（有）

明
和
町
上
水
道
大
輪
浄
水
場
ろ
過
施

設
改
修
工
事

場
　
　
所
　
大
輪
地
内

予
定
価
格
　
３
、
１
６
８
万
円

落
札
価
格
　
３
、
０
６
０
万
円

業
　
　
者
　
ク
シ
ダ
工
業
　（株）

ス
ポ
ー
ツ
結
果

入
札
結
果

（
金
額
は
税
抜
き
）

準優勝

千津井クラブ

優　勝

スーパーイーグルス

優　勝

キャッツ愛

戸
籍
の
窓

（
敬
称
略
）

文芸まちの文芸まちの

明

和

短

歌

研

究

会

文芸まちの文芸まちの

明

和

短

歌

会

七
五
三
の
祝
い
の
 曽
孫
 の
正
装
の
羽
織
袴
の
写
真
に
見

ひ
　
ま
ご

 惚
 る
ほ

足
尾
駅
の
よ
せ
書
き
帳
に
 記
 し
来
ぬ
紅
葉

し
る

 真
盛
 る
渓
谷
の
美
を

ま
 
 
さ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    立
 川
 ツ
ヤ
子
　

ケ
ベ
ッ
ク
の
夜
の
 灯
 が

あ
か
り

 高
台
 の
シ
ャ
ト
ー
浮
か
せ
て
星
空
を
消
す

こ
う
だ
い

シ
ン
ホ
ニ
ー
 奏
 す
る
ご
と
く
散
り
急
ぐ
メ
ー
プ
ル
リ
ー
フ
の
グ
ラ
デ
ィ

そ
う

シ
ョ
ン
に
見
 惚
 れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
磯
 川
　
千
 秋

ほ

朝
露
に
陽
の
射
し
く
れ
ば
大
小
の
ダ
イ
ヤ
と
な
り
て
芝
生
き
ら
め
く

無
惨
に
も
父
が
 遺
愛
 の
「
金
キ
ャ
ラ
」
の
新
芽

い
 
 
あ
い

 炎
暑
 に

え
ん
 
し
ょ

 乾
 び
て
し
ま
う
　
　

か

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
篠
 木
　
よ
 し

西
空
を
仰
ぎ
大
き
く
背
伸
び
し
て
今
年
の
稲
の
刈
り
取
り
を
 終
 う
お

大
根
を
抜
き
と
る
里
の
な
つ
か
し
き
畑
の
土
を
や
わ
ら
か
く
踏
む
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
石
 村
　
艶
 子

「
フ
ェ
ア
モ
ン
ド
・
シ
ャ
ト
ー
・
フ
ロ
ン
ト
ナ
ッ
ク
」

「
カ
ナ
ダ
・
ロ
ー
レ
ン
シ
ャ
ン
高
原
」
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１２月の町の事件事故状況

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

井上整形外科
（８２）１１３１

かさはら内科
（５５）２５３７

おぎわらｸﾘﾆｯｸ
（小児科のみ）

（６１）１１３３

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

こが内科
（７３）７５８７

－１２月１２日（日）

ふじの木整形・
内科ｸﾘﾆｯｸ
（９１）４０７０

金丸内科医院
（８８）３２００

こやなぎ小児科
（小児科のみ）

（８０）２２２０

吉田内科ｸﾘﾆｯｸ
（７０）７１１７

－１２月１９日（日）

慶友整形外科
（７２）６０００

群馬ｱﾚﾙｷ゙ｰ
（８８）５６７８

小西医院
（８６）２２６１

横田医院
（７２）０２５５

松井内科医院
（７５）９８８０

－１２月２３日（木）

海宝病院
（７４）０８１１

須田内科医院
（６３）１４１４

小林内科医院
（８８）８２７８

堀越医院
（７３）４１５１

館林記念病院
（７２）３１５５

－１２月２６日（日）

堀井乳腺外科
（５５）２１００

寺内医院
（８８）１５１１

益田小児科
（小児科のみ）

（６２）５５３５

星野こども
（小児科のみ）

（７０）７２００

ゆたか医院
（７３）７３０８

－１２月３０日（日）

田沼整形外科
（８８）９２２３

みづほｸﾘﾆｯｸ
（２０）１１２２

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

橋田内科
（７２）０００１

－１２月３１日（日）

後藤ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２３３

湯沢医院
（６２）２２０９

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

館林記念病院
（７２）３１５５

－
平成２３年
１月１日（土）

高木整形外科
（６２）６６１１

石山医院
（８２）０１０３

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

吉田内科ｸﾘﾆｯｸ
（７０）７１１７

－１月２日（日）

井上整形外科
（８２）１１３１

いたくら内科
（７０）４０８０

ミツワ診療所
（７０）３０３０

横田医院
（７２）０２５５

松井内科医院
（７５）９８８０

－１月３日（月）

田沼整形外科
（７２）３１６３

たなか医院
（６２）２８８１

竹越医院
（８４）３１３７

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

ﾊーﾄｸﾘﾆｯｸ
（７１）８８１０

－１月９日（日）

最上胃腸科
（７４）３７６３

蜂谷病院
（６３）０８８８

田沼内科医院
（８８）７５２２

うえの医院
（７２）３３３０

ゆたか医院
（７３）７３０８

－１月１０日（月）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

コナギ（ササナデ）（ミズナギ）　ミズアオイ科

　記　立岡正夫

　ホテイアオイによく似た草で、昔田の草刈りというと半分は
この草だったくらい、田圃に沢山生えていました。古くはナギ
と呼んでいたようですが熊野信仰の御神木がこの草によく似た
葉で、名前が同じナギでしたので、この草に「コ」つけたとい
われています。（千津井にて）

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

【町の無料法律相談】　
□日　時　平成２３年１月１１日（火）　
午前１０時～正午
□場　所　役場委員会室　
□対　象　明和町民　
□担　当　福島弁護士
□受付期間　平成２３年１月１日（金）
～８日（土）まで総務課へお申し込
みください（予約制）

【人権・行政・心配ごと相談】

※１月は行われません。

【年金相談】　
□日　時　平成２３年１月２０日（木）　
午前９時３０分～午後３時
□場　所　館林市役所
※事前の予約が必要です。
【交通事故相談】
□日　時   平成２３年１月２１日（金）  
午前１０時～午後４時
□場　所　太田市役所
【健康相談】
□日　時　平成２３年１月５日（水）　
午前９時３０分～午前１０時３０分受
付

□場　所　保健センター
□対　象　乳幼児・成人
【乳幼児健診】
□日　時　平成２３年１月１３日（木）　
午後１時～午後２時受付

□場　所　保健センター
□対　象　２１年１月、２２年１・３・
６・９月生

（平成２２年１１月１日現在）

　総人口　１１，５５３人　（－７）
　　男　　　５，７９８人　（－４）
　　女　　　５，７５５人　（－３）
　世帯数　　３，８１２世帯（－１）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………     １９件
　　士交通事故………　  　３件
　　士その他…………　 　 ９件
　　士合計……………     ３１件

１２月の町の救急車出動回数

纂わずかな時間でも必ずロック！

纂高齢者の交通事故が増加

定期相談・健診

　士侵入窃盗勝勝勝勝勝  １件
　士車上ねらい　勝勝勝  １件
　士非侵入窃盗　勝勝勝  １件　

　士人身事故……………　７件
　士物件事故……………１１件


